III-3 高等部の実践 by 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属特別支援学校



のある社会人が作業学習の時間帯に年間を通して来校し、生徒との協働作業を行うことで社会人
の仕事の様子を実践的に学ぶ機会としての意義があると捉えている。障害のある社会人にとって
も生徒の見本として働く意識や自律的態度の向上が期待できる。
②地域の人材を活用した授業実践
作業学習の製品の納入先等の事業所の職員を講師として、納入した製品がどのように使われ、
どのような評価を受けているのかを理解することを目標とした授業を実施した。
講師の方にとっても本校生徒と対面して話ができたことが双方の理解を広げるうえで良い機
会となったと思われる。
本研究ではキャリア教育の理念を日頃の学習活動の中にどう具現化するのか、そして実践的試
みを通して社会との相互作用における生徒のキャリア発達の変化とその関係、そこでの教師の役
割について考察した。
（4）本校高等部の作業学習の概要
本校高等部では、火曜日と木曜日の各5単位時間・計週10
単位時間、作業学習を行っている。今年度は、菓子工房（クッ
キー製造、パッケージ、材料購入・納品）・クリーンエ房・
チャレンジエ房の3つの工房に分かれて取り組んでいる
(71ページ、図Ⅲ－3－2参照）。 ひ
プラタナス作業活動での課題や生徒間の相性等を考慮し、生徒が高等
部の3年間で2つ以上の作業種を経験できるように、教師が
各工房のメンバー編制をしている。 図Ⅲ－3－1プラタナスのロゴ
また、本校の作業製品全体に「プラタナス」というブランド
名をつけている。ブランド名の由来は本校敷地内にあるプラタナスの木に由来している。図Ⅲ－
3－1は「プラタナス」ブランドのロゴである。
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販売活動：校内販売・金沢大学生協・金沢大学附属図書館医学図書館・附属高校開校祭・
学習発表会・教育研究会・産業教育フェアなど
図Ⅲ－3－2本校高等部の作業学習の概要
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2．作業学習モデルプランの開発
（1）「プラタナスカフェ」の取り組み一大学、大学生協と協働した実践的作業学習一
①はじめに
金沢大学附属図書館医学図書館に開設された「プラタナスカフェ」は、パッケージ班の生徒が
ショップスタッフとなり運営に携わっている。今まで校内でのみ取り組んでいた作業種であった
が、カフェ開設により、「一般社会」に近づいたお客様とのやり取りや商品流通を体験することが
できるようになった。開店、運営には、金沢大学附属図書館医学図書館、金沢大学医学類同窓会、
大学生協の多大な協力があった。
②「プラタナスカフェ」の概要
ア．構成
生徒の所属するパッケージ班は1年生3名、2年生1名、3年生1名の5名の生徒と、3名の
教師で運営している。3年生の生徒は昨年度から引き続き在籍しているが、ほかの4名は今年度
初めて本作業班に所属した。「プラタナスカフェ」には5名の生徒全員が関わっている。
イ．活動内容
パッケージ班は、製造班の焼き上げたクッキーの袋詰め、パッケージ作成、受注・納品を行っ
ている。クッキーは主に本校の保護者や職員に販売したり、現場実習や外部講師派遣のお礼とし
て納品したりしている。その他、金沢大学生協や金沢駅構内にある友愛ショップなど、大学や地
域とのつながりを生かし商品を卸している。昨年度からは、作業室内で「クッキーショップ」を
開店し、袋詰め作業と並行して対面販売も行っている。また、今年度は「プラタナスカフェ」の
開設を念頭に置き、「クッキーショップ」にてコーヒーの販売にも取り組み、医学図書館での「プ
ラタナスカフェ」の活動につなげている。
③プラタナスカフェのねらい
ア．たくさんのお客様とのかかわりを
生徒たちは仕事の内容や方法、ふさわしい言動・行動を知識として知っているが、突発的な場
面で判断し、対応することが難しい。また、近年、障害者雇用は医療・福祉、サービス関連業分
野にも広がりを見せており（1）(2)、接客技術の習得という面でも、卒業後の生活に生きるであろ
うと考えられる。
磯 不定期に訪れるお客様に対し臨機応変に考え､その場にふさわしい言動･行動を判断する経験を
重ねる機会となるのではないか。
図書館ｶﾌｪは、学校関係者以外の生徒を知らないお客様と接する場となり、緊張感を持って、より
現実的なやり取りを体験できるのではないか。
接客に対するお客様のリアルな応答を即時的に体感することは、生徒にとって明確な評価となり、生
徒の行動変容に結びつきやすいのではないか。
図書館を利用する医学類学生にとっても、医療従事者として様々な人とかかわることが想定され、
本校生徒とのかかわりは将来的に役立つ経験となるのではないかという見方もできる。
イ．社会に触れる経験を
従来の本作業班は、商品のやり取りも校内で完結しており、生徒にとって社会の一員として自
分が存在しているという意識は持ちにくい。取り組んだ仕事がどのような役に立っているのか、
商品はどのように流通しているのか、仕事の位置づけや意味・価値について意識する機会も少な
い。
－72－





















